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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜通所　疾患別等診療計画立案＞

松永　勘五郎様　男性　生年月日：S22.7.8（64）

【主治医】安ヶ平Ｄｒ　【担当職員】大谷地

【診断名】統合失調症　　【既往歴】なし

【入院歴】１回あり（S46年～H5年1月　青南病院）

【治療歴】青南病院ナイトケア利用　H14年12月20日～現在

※ナイトケア利用前はいちい荘入所⇒青山荘入所⇒グループホーム入居・うみねこ幸房利用

【現在の状況】

· 入院経緯としては、無為・自閉・幻聴が出現して入院となっているが、発症のきっかけは不明

· 空笑が見られるが幻聴の有無は確認出来ていない

· 無為・自閉などの残遺状態は見られるが、症状は安定している

· 65歳でうみねこ幸房の利用は停止となる予定。今後、日中活動の変更により利用目的も変動の可能性あり

· 必要な事については自分で確認することが出来ている

· 自身に対する意識が薄く、体調等の管理が出来ない（主に食事・保清）

· 日中に腹痛を訴えるなど、体調を崩す事が多い様子

· 洗髪や身だしなみは介入を要しており、思い込みやこだわりを変更する事が出来ない

【利用目的】

· 無為・自閉改善の為、治療場所の提供を行い、社会とのつながりを維持する

· 活動と休息のバランスを保ち、体調管理を行えるようになる

【目標】

長期再発せずグループホームでの単身生活を維持する

中期①疾病管理が行える。

②規則正しい生活を送る。

短期①体調の変化に気づき、対処する事が出来る。

②安全でバランスの良い食事を摂取し、体重や体調を管理する。

③こまめに入浴・着替え・洗濯を行う。

【内容】

①自ら体調の変化に気づき対処できた際には評価し伝える。自身で気づきや対処ができない場合には、自己洞察を促し、対処法を共に検討する。

②食事摂取状況を確認する。食べられる分だけ食材を購入し、冷蔵庫で保管しながら消費期限内でバランスよく摂取するよう伝える。

③入浴・着替え・洗濯状況を確認し、必要に応じてこまめに行うよう促す。洗髪について、シャンプーとリンスを使用し、適切な方法で行うよう促す。

【今後の目標及び内容の指摘事項】

· 病気に関する表記に具体性を持たせる

· 本人の病識を確認し、必要な関わりの検討を行う

＜連絡事項＞

· トリゾンの携帯ボトルを各自持ち歩く事。

· 書類提出は期限内に随時行い、挟み込みを行っていくこと

· 夜間の医師への連絡は、当直医を優先して連絡すること

· 部署ミーティングの実施を、4/26 16：00から実施予定

· 明日のローテーション研修は新人４名を予定

· 4/20、六角堂祭実施予定。当日の残り番：相内・川井・大谷地

· 4/20春の会実施予定

＜利用者様情報＞

· 細越　定生様～右臀部に出来物があり、自分でつぶして膿を排出したと報告あり。本日椅子

に座っている際に大量の浸出液による衣類汚染見られている。自宅へ戻るとガーゼがあると話されており、判創膏で応急処置を行い衣類は洗濯して対応している。皮膚科受診している様子は無く、受診意志も無い様子。

· 繁名　和恵様～頭痛を訴え欠席している。「クラクラする」と話しており、青山荘スタッフへ

も欠席する事は伝えたとの事。明日も欠席するようであれば生活状況を確認する為、青山荘へ様子を確認しに行く予定。

· 倉石ヨシエ様～昨日右上腕から肩にかけて痛みを訴えている。帰宅時には時間の経過と共に

痛みは軽減してきたと報告あり。今朝には痛みは消失していたとの事。

· 小野寺ノリ様～右腕の痛みを訴えていたが、衣類の着脱時に痛みを感じるが他の動作では

特に痛みは無いと話している。

· 八木橋牧雄様～昨日来所時より顔面紅潮と頭痛を訴えるが、酒臭は見られない。体温36.4℃

血圧151/100㎜Ｈｇ　脈拍60回/分　その後も頭痛の訴え聞かれている。

19：00に再検し体温37.1℃　血圧164/105㎜Ｈｇ　脈拍73回/分。帰宅要求が頻回に聞かれており、体調不良の際には帰宅してもよい事を伝えるが、最後まで参加されている。本日の外来受診時に不調が続いている事について報告するとの事。

＜食事発注管理　方法検討＞

· 食券の使用は継続し、購入した形が利用者様の手元に残る形を取る

· スタッフは使用金額をメモに残して管理しているが、ノートを使用して管理を行っていく。

· ノートには購入者一覧と購入者金額、１日の食券販売枚数を記載する

· うみねこ幸房には毎朝前日の収入金を納入する

· 納入時の伝票記載としては、以下を例として記載する

	摘要
	金額

	＜デイケア＞
	

	昼　350円　10枚
	3500

	40円　10枚
	400

	＜デイナイトケア＞
	

	昼　350円　10枚
	3500

	40円　10枚
	400

	夕　350円　10枚
	3500

	40円　10枚
	400

	合計
	11700


＜外来情報＞

· 鈴木　茂子様～栄養指導実施。採血の結果が安定しているため、今後は３ヶ月に1回の採血。

· 管野　勝利様～栄養指導実施。血圧180/100mmHgと高値の為、降圧剤増薬となっている。

· 袴田　淑子様～排便がないと本人訴えている。デイナイトケアで、ここ2週間の排便状況を

確認するよう担当医より指示あり。

· 巴　　勇樹様～夜間眠れていないとのことで、眠剤増薬となっている。

· 平　　京子様～風邪気味とのことで、葛根湯1日分処方。治らないようであれば、明日も受

診するように説明している。

· 大久保康弘様～幻聴はなくなって、気にならないと話されている。

· 板橋　利美様～コーラを飲んでしまったと話す。あまり飲まない方が良いと説明している。

· 八木橋牧雄様～酒臭はないが、手指振戦はある。頭痛に関しては、本人「大丈夫だ」と話す。

· 本多　富美様～酒は飲んでいないとのことで、受け答えはハッキリしている。デイケアには

行っているとのこと。

